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【序論】高機械的強度および化学的安定性を有する単層グラフェンは、He などの気体に対して不

透過性を示すのに対しプロトンを透過する物質分離膜としての可能性が報告されている。我々は

これまでに、化学気相蒸着(CVD)法により Au(111)表面上に単層グラフェンの合成に成功し、その

ナノ構造評価を行ってきた。1 本研究では、単層グラフェン/Au(111)電極を用いて、電気化学的手

法により単層グラフェンのプロトン透過能に関する基礎的知見を得ることを試みた。 

【実験】CVD により Au(111)電極上に単層グラフェンを合成した(単層グラフェン/Au(111))。

Au(111)および単層グラフェン/Au(111)について、0.1 M H2SO4 水溶液中で電気化学評価を行った。 

【結果】得られたグラフェンのラマン分光測定を行った結果、グラフェンの六員環構造の面内伸

縮振動由来の G バンド(~1590 cm-1)および単層グラフェンに特徴的な半値幅 30 cm-1 程度のローレ

ンツ型ピークをもつ 2D バンド(~2700 cm-1)が観察されたことから、単層グラフェンの合成を確認

した(Fig. 1)。Au (111)および単層グラフェン/Au(111)電極のサイクリックボルタモグラムを Fig. 2

に示す。Au(111)の場合、正電位側では Au(111)表面の酸化膜形成と還元由来のアノードおよびカ

ソード電流が観察され、負電位側においては水素発生反応に伴うカソード電流が観察される。一

方、単層グラフェン/Au(111)電極においては、酸化膜形成と還元由来のアノードおよびカソード電

流はほとんど観察されないのに対し、水素発生に伴うカソード電流は、開始電位が負電位側へシ

フトするが、明瞭に観察された。この結果は、単層グラフェンは Au 表面への水分子のアクセス

を抑制するのに対し、プロトンは透過して水素発生を誘起する選択的透過能を有することを示唆

する。以上、電気化学的手法で単層グラフェンのプロトン透過能評価の可能性が示された。 
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Fig. 2 0.1 M H2SO4 水溶液中における
Au(111)および単層グラフェン/Au(111)電極
のサイクリックボルタモグラム． 

 
Fig. 1 単層グラフェン/Au(111)電極のラマ
ンスペクトル(励起光波長: 532nm)． 
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